
高フェスインタビュー 

一億円募金について 
オータムフェスの会場に行く

と必ず見かける、高フェスの生

徒たちが呼びかける一億円募金活動。どんな趣旨で

行っているのかを含めて、募金活動が大好きだという

青木君にインタビューを行いました。 

青木政磨
か ず ま

君（高 1） 

高フェスに入ったきっかけ 

３月３１日の夜、友人から「明日学

校早く来られないか？」との連絡を

受け、次の日何も知らずに行ったら、

いつの間にか群舞を教えられて、1〜２時間練習。そ

の直後、中学の入学式終了後にグラウンド横を通る

新入生の前で（勧誘のために）群舞を踊った。部活は

２年生でやめて、習い事の方を頑張っていたが、この

群舞がきっかけで高フェスに入った。 
 

入ってみて？ 

女の子と接したことがなか

ったから、すごく新鮮な空間だ

った。元々ボランティアに興味

があって、高フェスでは募金活

動や他の活動をやっていることを聞いて、めちゃくちゃ

楽しそうじゃん、って思った。そして実際やってみて、本

当に楽しかった。僕は人との繋がりを結構大事にした

いタイプ。高フェスでは人の気持ちがとてもあったかく

て、他人のために行動できる人が集まっていて、とて

も居心地が良かった。ずっとここにいたいな、って思え

るほど楽しませてもらっている。本来の自分、素を出

せる場所ができた。 
 

募金活動を初めてした時は？ 

初めての募金活動は、高フェスに入って次の日の4

月２日。新感覚。募金ってお金を集めるものと思って

いたけど、実際は人の温かさ優しさを集め、それを感

じられる活動。だから募金も好きになっちゃいました。

周りの人（生徒）が頑張って声をかけているのを見る

と、自分も頑張らなくちゃと思って、僕は初めての時も

声をかけることに抵抗をあまり感じなかった。 
 

街頭に立ってみてどんなことを感じる？ 

募金してもらえないことにはそれほど気に留めない

けど、今同時に行っている署名活動では１対１で話し

かけるため、振り向いてもらえないと少し悲しい時も

ある。でも、話しかけることで私学に通う高校生がこ

んなに大変な思いをしているという現実を少しでも知

ってもらうことができた、と考えることができるし、それ

がその地域の人、たまたま通りがかった人、みんなに

どんどん広がっていったら良いと思うので、やりがい

はある。（でも、やっぱり凹む時もあります。） 
 

一億円募金活動とは 

経済的に苦しんでいる中高生

に年間１２万円を無利子の奨学

金として貸し出している制度。

1999 年に始まり、多くの家庭に

利用してもらっている。現在は特

にコロナの影響もあり、困ってい

る家庭を経済的に支援するた

めにこの募金活動はずっと続い

ている。集めたお金は愛知私学奨学資金財団に送ら

れて、そこから貸し出されている。 
 

高フェスにおける東海生のリーダーシップ 

高フェスの中にも生徒会のような役（三役）がある

が、東海は最大人数を出しているし、名北地域の地

域次長も東海から。僕も今は三役で、とてもやりがい

を感じている。サマセミでも東海生が率先して講座を

出し、高フェス関連講座のリーダーとなっていることか

らも、やはり東海生はリーダーシップがあるように思う。 
 

社会の皆さんに伝えたいこと 

夏の勉強会で学んだ事例の中に、神奈川の高校
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募金してくださった方が

立ち去った後も、深々と

お礼をしていました 



生の話があって、この話をすると泣けてしまって…。バ

イトを３つ掛け持ちしている高校生の話。部活だってし

たいし、勉強もしたい。でも自分がバイトをたくさんし

ないと学校に通えない。休日も１０時間近くバイトして

いる。学生は将来働くために学ぶのに、自分はなんで

学ぶために働かなくてはならないのか？という言葉を

聞いて、僕は言いようのない、やり場のない怒り、むか

つきを覚えた。日本の社会はおかしいと思った。   

そういう子をなくすために皆さんのご理解・ご協力

が必要です。自分は関係ないからといってどうか無

視しないでほしいです。自分が向き合うべき問題だと

思って、一緒に行動していただけたら嬉しいです。  

今までは高校生フェスティバルというのはほぼ愛

知県の取り組みだったが、今は他県にも広がり始め

た。愛知から変えていきたいと思う。（終） 

 

「一億円募金 作文（幹事会にて）」（一部抜粋） 

・・・思ってる以上に楽しいというか、やりがいを感じ

られて、募金に恋しちゃいました。・・・募金箱を持って

ると、お金の重みだけじゃなくて人の優しさの重みも

入っている気がして、募金って寄付金が集まるだけじ

ゃなくて、人の優しさも集まってるんだ！って感じたのを

今でも鮮明に覚えています。特に外国人の方が入れ

てくれたり、入れてくれた時

に頑張ってねとか言ってく

れた時とかは、めっちゃ感動

して涙腺緩んじゃいます。 

  

「希望プロジェクト 弁論」（一部省略） 

みんなが同じ想いを持って集まった時の力強さが

分かりますか？ 僕は高校生フェスに参加するまで全

く分かりませんでした。・・・募金活動をしている時に

ある方が、「コロナ禍の影響で仕事を辞めちゃって、

精神的に不安定になっていたけど、君たちの姿を見

て感動して元気が出た。」と言って下さって、涙が出ま

した。その時に僕の中で群舞を踊る理由に変化が出

始めました。・・・見てくれた人か

らは、群舞を見ると笑顔になれ

る、と言ってもらいました。僕は

踊っている時の一瞬一瞬の景

色をずっと忘れないと思います。

そして、その時僕の中でなぜ群舞を踊るのかの答え

が確信に変わりました。群舞は人を笑顔にし、感動さ

せるもの。そして自分たちが向き合わなければいけな

い問題に立ち向かうために、一緒に行動をする仲間

の輪を広げるもの。 

僕たちは未来の社会を担っています。確かに今は

微力です。ですが微力でもたくさん集まれば、それは

必ず強い力となります。だから僕たちは群舞を踊り続

けます。これからもずっと。 

 

まとめ 

「いつも群舞を見てくだ

さり、応援していただい

て、ありがとうございま

す。」と、折目正しいお辞儀

と共に柔らかな声で丁寧な

挨拶をしてくれた青木君。長身を活かしたダイナミッ

クかつキレッキレの群舞をセンターポジションで踊っ

ている彼にはいつか話を聞いてみたいと思っていまし

たが、以前紺野先生が紹介して下さって心に残って

いた一億円募金についての感想文を書いたのも青

木君だと分かり、ますます興味を持ちインタビューをお

願いしました。一瞬で好感を抱く笑顔に惹きつけられ、

これはきっと募金活動・群舞で培ったパワーだなぁと

思いつつ、同じ高校生が置かれている環境に声を詰

まらせながら語る１６歳のピュアな感性に触れると、私

自身も今まで以上に共感し、胸に迫るものを感じまし

た。 

愛知の私学は、長らくの間の先輩方・皆さまの署名

活動のおかげで世帯所得７２０万円以下が無償、経

常費助成も１人あたり34万円ほどの補助があります

が、他都道府県ではここまでのレベルにはなく、愛知

以上に授業料が重くのしかかっている現状がありま

す。彼の言葉通り、愛知の高校生の取り組みが認め

られて模範として広まれば、全国の高校生を助ける一

つの手立てとなる、と信じてこれからも署名、募金を

応援していきたいと思います。皆さまもご協力のほど、

何卒よろしくお願いいたします。 

 

＊制服バザーの収益は一億円募金となります。 

制服等の寄付もよろしくお願いいたします！ 

  （中学は笠行先生、高校は北村先生まで） 

インタビュー後、高フェス

担当の笠行先生と 



第２回文化講座 

介助犬ってご存知ですか？ 〈12/５〉 

長久手の介助犬訓練施

設「シンシアの丘」見学に参

加させていただきました。 

介助犬？ 盲導犬とは違う

の？ と全く無知な私が、た

だただワンちゃんが大好きと

いう理由での参加でした。 

「シンシアの丘」は、１０年前に建てられたとは思えな

いほど綺麗な施設。本日のデモンストレーション犬の

キララちゃん（ゴールデンレトリバー）の愛らしいお出

迎えを受け入館すると、

何頭ものワンちゃんが生

活しているとは感じられ

ない静かで、臭いもない

清潔な館内に驚きました。 

そして、日本には介助犬訓練施設

がここ長久手に１ヶ所しかないこと、

日本全国で介助犬とユーザーさ

んのペアが５７組のみ、愛知県内

では 3組しかいらっしゃらないこと

も驚きでした。 

スライドを使って補助犬（盲導犬、

聴導犬、介助犬）や介助犬施設等

の説明を受けた後、キララちゃんのデモンストレーショ

ンを実際に見せていただき

ました。車椅子に乗ったスタ

ッフさんの落とした鍵やコイ

ンを拾う、靴と靴下を脱がせ

るお手伝いをして洗濯かご

に靴下を入れる、冷蔵庫から冷た

い飲み物を持ってくる、携帯電話

を探して持ってくる…という高度な

お仕事でしたが、スタッフさんの言

葉を理解し、褒めてもらい嬉しそう

にスタッフさんの手と鼻でタッチす

る姿は、本当に愛らしく「なんてお

利口さんなの！！」と、抱きしめて頬

ずりしたくなりました。 

私も家族のお手伝いをした時

に、家族の笑顔や「ありがとう」と

いう言葉を聞くとうれしくなります

が、スタッフやボランティアの皆さ

んに愛情いっぱいに育てられた介助

犬のワンち

ゃんは、家族としてお仕事が

できることに本当に喜びを

感じているのだろうと思いま

した。大好きなユーザーさん

と、ずっと一緒に生活できる介助犬

のワンちゃんは、留守番の多い我が子（愛犬）よりも

幸せなのかもしれません。  

ユーザーさんは介助犬に助け

てもらうばかりではなく、ご飯や

排泄物の処理や散歩などワンち

ゃんのお世話をする必要があり

ます。お互いに助け合う共同生

活となり、より一層絆が深くなる

のではないでしょうか。 

 

スタッフの方に、補助犬を街で

見かけた時はお仕事中ですので

触ったり

声かけをせずに「優しい無視」

を、とお願いされました。ワンち

ゃんが大好きな私は補助犬を

見かけると、触りはしないまで

も目を合わせようとしたりしていま

した。それは人が大好きであろう補助犬にとって、うれ

しいことだと勘違いしていたからです。勘違いはこわ

いですね…今後はそっと見守るようにします。 

 

愛情を込めて大切

に育てるワンちゃんも、

個性などもあり２～３割

しか介助犬になること

ができないそうです。

シャンプーは 

3～４週に一回 

介助犬希望者の訓

練室（障害に合わせ

て部屋が選べる） 

 

館内施設の説明 

ケージもとて

も清潔です 

猫ちゃん 



介助犬の訓練には、手間も時間もお金もかかるそう

で、私でも力になることができる寄付金について「シ

ンシアの丘」、「日本介助犬協会」のホームページを

見てみました（クリックするとそれぞれＨＰにとびます）。

ボランティアや活動費

の９割を寄付金で運

営されている協会で

すが、コロナ禍で街頭

活動や見学会もなか

なかできず、厳しい

現状であると知りま

した。寄付金を必要

としている団体は、他にもたくさんあるとは思いますが、

今回私は介助犬の存在を知

り、豊かな社会を目指す第一

歩としての寄付を検討するこ

とにします。 

そして、たくさんの方に補

助犬について理解や支援をして

もらいたいと思いました。介助

犬協会のホームページを覗い

て見て下さい。尻尾を振りなが

ら楽しそうにお仕事をしている

介助犬の動画もあります。 

助け合い、心豊かな社会に

なりますように。 

貴重な見学会をご企画いた

だきまして、ありがとうございました。 

 

【参加者の感想】 

・ 実際に施設見学をすることで、犬達の活き活きとし

た様子を見られてよかった。また、ユーザーとの共

同訓練室の見学ができて、体が不自由なときの困

りごとを知ることができてよかった。 

今後も現地見学できる講座があると楽しいと思う。 

・ 息子と一緒に参加させていただきました。今まで補

助犬という言葉は聞いたことがありましたが、それ

ぞれの役割で呼び方が異なることは知りませんで

した。今回、参加させていただいて理解が深まった

とともに、人のために頑張っているわんちゃんが多く

いることで、救われている人も多くいることを知りま

した。シンシアの丘での訓練がどのようなものかも

実際見ることができ、息子共々、大変貴重な経験を

させていただき感謝しております。今後、補助犬を連

れて何か困っている方を見かけたら、すぐにサポー

トできる人間でありたいと思います。素敵なイベント

をありがとうございました。 

・ 動物が隣にいてくれる事が物理的介助以上に精神

的なサポートにつながっていることを感じました。ま

さに、ロボットにはできない、ひょっとしたら人間にも

できない、飼い主にむけて純な愛情をくれる動物だ

けができるケアなんじゃないかなぁって思いました。 

＊T.F.Letter No.１５に、介助犬訓練前の１歳まで預

かって育てるボランティア「パピーホーム」について掲

載しています。ぜひ合わせてご覧ください。 

 

入り口にはたくさんの 

寄付団体の名前が 

介助犬１組の育成費用は２４０～ 

３００万円。ユーザーに無償貸与 

編集後記 

  一見勇気がいりそうな募金活動も、お金を集めるという

目的にとどまらず、そこから感じ取ったことをさまざまな学

びとして繋げていく青木君の瑞々しい感性に魅了されまし

た。募金も介助犬育成も、社会的弱者と呼ばれる方々の一

助になろうという、温かい気持ちが共通しています。犬の利

口さ、可愛さもさることながら、この世に５７頭の介助犬を送

り出してきた方々の熱意、活動に賛同し協力をしてきた

方々の善意に感じ入り、補助犬への理解と協力が進むこと

を願わずにはいられません。 
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